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てんかん発作を抑えるために
積極的な治療参加を促すために
　　　　　　　 をご活用ください発作日誌シート  

医療関係者用 中面のシートを切り離して、
患者さんへお渡しください。
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てんかん治療は長期にわたります。これから治療をはじめる患者さんにも、
すでに治療を受けている患者さんにも、「発作日誌シート」をお渡しください。

てんかん患者さんが、「発作が起きた時間」「服薬状況」「発作誘因」などを日々記録することは、
発作をコントロールするために大切なことです。

発作の起きやすい
時間や状況などが
わかるようになる

発作が何をきっかけに
起きやすいのかが
見えてくる

お薬ののみ忘れを
防げるようになる

診察時に患者さんから、より正確で
詳しい情報が得られるようになる

発作日誌シートを活用するメリット

医療関係者用
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